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((高高田田､､ みみんんななのの広広場場近近くくでで))

平
成
24
年
度
の
国
家
予
算

(

一
般
会
計)

が
90
兆
円
超
と

い
う
数
字
で
成
立
し
ま
し
た
が
、

税
収
は
42
兆
円
、
国
債
が
44
兆

円
と
依
然
と
し
た
借
金
財
政
で

す
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
特

別
会
計
予
算
が
、
3.8
兆
円
と
今

後
も
復
興
に
向
け
て
膨
大
な
費

用
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

わ
が
町
の
財
政
状
況
は
健
全

財
政
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
に
は
尚

一
層
の
社
会
基
盤
の
整
備
と
地

域
福
祉
の
充
実
が
要
求
さ
れ
ま

す
。平

成
24
年
度
の
当
初
予
算
は

前
年
度
比
118.5
％
を
計
上
し
ま
し

た
が
、
一
層
効
率
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〝
明
る
く
活
力
に
満
ち
た

町
づ
く
り
の
推
進
を〟

平成24年度一般会計予算��億億�,,���万万�千千円円
(対前年度当初予算比 118.5％)

歳

入

歳
入
面
を
み
ま
す
と
、
町
税
や

繰
入
金
等
の
自
主
財
源
の
比
率
が

48.4
％
、
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財

源
が
51.6
％
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
と
し
て
、
自
主
財
源
の
軸

と
な
る
町
税
は
、
前
年
度
に
対
し

2.6
％
増
が
見
込
み
と
し
て
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

依
存
財
源
で
は
普
通
交
付
税
に

地
域
経
済
、
雇
用
対
策
等
を
含
み

16.0
％
増
を
計
上
し
ま
し
た
。

年
々
、
自
主
財
源
の
割
合
が
減

少
し
て
い
る
状
況
下
、
ま
す
ま
す

自
主
努
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
新
た
な
法
整
備
に
伴
う

改
革
に
、
機
動
的
に
適
切
に
且
つ

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
ス
タ

ン
ス
が
要
求
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

町税 14億1,500万２千円
繰入金 ４億8,888万０千円
分担金負担金 9,698万３千円
使用料及び手数料 2,216万４千円
財産収入 262万２千円
繰越金 5,000万０千円
諸収入 4,595万４千円
寄附金 １千円
地方交付税 ５億2,200万０千円
国県支出金 ７億2,827万５千円

地方譲与税 4,000万０千円
利子割交付金 190万０千円
配当割交付金 100万０千円
株式譲渡所得割交付金 20万０千円
地方消費税交付金 １億1,000万０千円
自動車取得税交付金 500万０千円
地方特例交付金 200万０千円
交通安全特別対策交付金 270万０千円
町債 ８億4,590万０千円
平成24年度歳入予算額 43億8,058万１千円
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歳
出
の
顕
著
な
点
と
し
て
、
投

資
的
経
費
が
昨
年
と
対
比
し
て
、

23.5
％
か
ら
35.1
％
と
大
き
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

文
化
施
設
建
設
事
業
等
に
要
す
る

予
算
を
確
保
し
た
た
め
の
数
字
で

平成24年度 嘉島町特別会計予算
国民健康保険特別会計予算

10億5,119万５千円
住宅新築資金等貸付特別会計予算

80万２千円
介護保険特別会計予算

６億6,396万４千円
公共下水道事業特別会計予算

８億9,577万１千円
後期高齢者医療特別会計予算

１億0,124万６千円

歳

出

す
。
義
務
的
経
費
が
前
年
比
3.9
％

減
、
経
常
的
経
費
が
5.9
％
増
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
限
ら
れ
た
予

算
を
効
率
よ
く
運
用
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

歳 出

議会費 7,086万６千円

総務費 ５億0,615万２千円

民生費 ８億7,488万２千円

衛生費 ３億5,148万０千円

農林水産業費 １億1,932万３千円

商工費 551万９千円

土木費 ９億5,805万２千円

消防費 １億6,037万８千円

教育費 10億4,735万８千円

災害復旧費 ３千円

公債費 ２億5,610万０千円

予備費 3,046万８千円

平成24年度歳出予算額 43億8,058万１千円

補 助 費 等

延長保育促進事業補助金 1,178万円

上益城消防組合負担金 １億2,180万円

御船地区衛生施設組合負担金 3,745万円

農地・水・保全事業負担金及び交付金 2,027万円

町社会福祉協議会補助金 1,993万円

益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 7,407万円

予算の主な使われ方

扶 助 費
子ども医療費扶助 4,218万円
子どものための手当扶助 １億5,666万円
保育所児童措置費扶助 ２億3,350万円
障害者介護・訓練等給付費扶助 4,887万円
繰 出 金
公共下水道事業特別会計繰出金 １億3,642万円
後期高齢者医療広域連合負担金 １億1,806万円
介護保険特別会計繰出金 １億0,277万円
国民健康保険特別会計繰出金 6,200万円
後期高齢者医療特別会計繰出金 3,022万円

維持補修費
町道維持補修費 4,534万円
補助事業費
運動公園整備事業 ５億円
道路改良事業 5,900万円
橋梁改修事業 2,500万円
単 独 事 業
滝河原土地区画整理事業 5,579万円
道路改良事業 1,994万円
埋蔵文化財調査 5,810万円
文化施設建設事業 ７億1,967万円

予算の主な使われ方
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緊
張
で
口
を
真
一
文
字
に
結
ん

だ
男
子
51
名
、
女
子
34
名
の
嘉
島

中
学
新
１
年
生
が
入
場
し
て
き
ま

し
た
。
入
学
式
の
始
ま
り
で
す
。

�
野
校
長
先
生
が

｢

時
を
大
切
に

し
①
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
も
う

②
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
持
と
う

③
健
康
で
逞
し
い
体
作
り
を
心
掛

け
よ
う
、
こ
の
三
つ
を
約
束
し
て

欲
し
い｣

と
激
励
。
荒
木
町
長
を

は
じ
め
来
賓
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の
祝

��������������������������������������������
��� 辞

が
あ
っ
て
入
学
式
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
が
、
担
任
の
先
生
に
よ
る

点
呼
に
応
え
る
返
事
も
大
き
な
声

で

｢

は
い
！｣

。
義
務
教
育
の
結

び
、
３
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。
大
貝
知
加
生
徒
会
長
の
激

励
に
こ
た
え
、
新
入
生
を
代
表
し

て�
田
悠
人
君
が
堂
々
と
中
学
生

活
に
臨
む
決
意
を
述
べ
て
新
し
い

中
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

中
野
校
長
先
生
の

｢

小
学
校
は

わ
く
わ
く
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。

｢

あ｣

の
お
勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

あ
い
さ
つ
・
あ
り
が
と
う
・
あ
と

し
ま
つ
の

｢

あ｣

で
す
よ｣

に
男

子
５
名
、
女
子
９
名
の
14
人
の
新

入
生
は
大
き
な
声
で

｢

は
い
！｣

嘉
島
東
小
学
校
の
入
学
式
で
す
。

全
生
徒
に
迎
え
ら
れ
て
入
場
し
た

新
入
生
の
顔
は
き
ら
き
ら
と
輝
い

て
来
賓
の
人
た
ち
や
先
生
た
ち
の

お
話
に
も
じ
っ
と
聞
き
い
っ
て
い

ま
し
た
。
安
全
帽
や
防
犯
ブ
ザ
ー
、

黄
色
い
傘
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

い
よ
い
よ
新
１
年
生
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

校
庭
の
桜
、
花
壇
の
花
が
咲
き

ほ
こ
る
中｢

一
年
生
に
な
っ
た
ら｣

の
メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ
て
、
新
入

生
62
名(

男
子
35
名
、
女
子
27
名)

が
、
ま
新
し
い
服
に
身
を
包
ん
で

入
場
。
河
部
校
長
先
生
の

｢

元
気

よ
く
挨
拶
し
、
自
分
で
出
来
る
こ

と
は
自
分
で
や
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い｣

に
大
き
く
う
な
ず
き
、

町
長
さ
ん
た
ち
の
お
祝
い
の
言
葉

に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
飯
田
愛
海

さ
ん
が

｢

お
と
も
だ
ち
を
た
く
さ

ん
つ
く
っ
て
、
勉
強
を
が
ん
ば
り

ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

心心もも体体もも立立派派なな中中学学１１年年生生でですす

町町かかららのの記記念念品品をを
上上田田健健揮揮君君 決決意意をを�田田悠悠人人君君がが 歓歓迎迎！！

大大貝貝知知加加生生徒徒会会長長

�森森浩浩志志君君のの
歓歓迎迎のの言言葉葉

山山本本佳佳枝枝ささんんがが
微微笑笑でで

〝
逞
し
い
心
と
体
を〟

新
中
学
生
の
三
つ
の
約
束

嘉
島
中
学
校

嘉島東小学校

���������������
嘉島西小学校

��������������
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お
揃
い
の
ベ
ー
ジ
ュ
の
制
服
に

身
を
包
ん
だ
嘉
島
幼
稚
園
の
新
し

い
お
友
だ
ち
を
迎
え
た
入
園
式
が

４
月
11
日
行
わ
れ
、
外
の
降
り
し

き
る
雨
の
音
も
か
き
け
し
て
、
園

児
た
ち
の
大
き
な
歌
声
が
ひ
び
き

ま
し
た
。
４
歳
児
の
す
み
れ
組
は

｢

く
ま
さ
ん｣

15
人
。｢

り
す
さ
ん｣

15
人
の
30
人
、
そ
れ
に
先
輩
さ
く

ら
組
に
も
３
人
の
お
友
だ
ち
が
入

園
し
て
28
人
と
な
り
ま
し
た
。
み

ん
な
で

｢

ひ
の
ま
る｣

を
歌
っ
て

園
長
先
生
、
教
育
委
員
長
さ
ん
、

町
長
さ
ん
た
ち
の

｢

楽
し
く
遊
び

楽
し
く
お
勉
強
し
ま
し
ょ
う｣

に

大
き
な
声
で

｢

は
い
！｣

新
入
園

児
を
代
表
し
て
片
谷
心こ

春は
る

ち
ゃ
ん
、

西
田
一い
っ

徹て
つ

君
に
町
長
さ
ん
か
ら
記

念
の
品
が
贈
ら
れ

｢

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。｣

み
ん
な
で
嘉
島

幼
稚
園
の
歌
を
合
唱
し
て
、
人
生

で
の
団
体
生
活
の
第
一
歩
と
も
言

え
る
幼
稚
園
の
入
園
式
を
終
り
ま

し
た
。
さ
あ
！
楽
し
い
幼
稚
園
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
ね
。

集
団
生
活
の
始
ま
り
で
す

���������� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �� � � � � � � � � �� � � � � � � � � � � ���

｢

人
生
に
勉
強
の
終
り
な
し｣

と
多
く
の
分
野
で
実
益
と
趣
味
を

兼
ね
た
勉
強
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
嘉
島
町
公
民
館
講
座
の
平
成
24

年
度
の
開
講
式
が
、
４
月
11
日
役

場
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
降

り
し
き
る
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
熱

心
な
生
徒
さ
ん
た
ち
が
出
席
、
六

嘉
教
育
長
が
町
勢
の
現
状
も
含
め

て
文
化
施
設
等
の
建
設
計
画
に
つ

い
て
も
触
れ
、
な
お
一
層
の
ご
精

励
を
と
励
ま
し
ま
し
た
。

講
師
の
紹
介
の
あ
と
各
分
野
で

今
後
の
講
座
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

講 座 名 講師名 定員 開催期日

書 道 １ 森嶋 耐子 20
第２・第３木曜日
９：30～11：30

書 道 ２ 岩永アヤ子 20
第１･２･４月曜日
９：30～11：30

華 道 石坂アツ子 15
第１・第３水曜日
９：30～11：30

編 物 吉川シズ子 20
毎週火曜日

13：30～15：30

コ ー ラ ス 野田 珠己 30
第１・第３金曜日
９：30～11：30

パッチワーク 牛嶋たけ子 20
第２・第４金曜日
９：30～11：30

民 謡 金田ツイ子 15
第１・第３月曜日
13：30～15：30

手 話 田中みさ代 20
第１・第３水曜日
19：00～21：00

絵 手 紙 岩本 俊子 15
第１・第３水曜日
13：30～15：30

太 極 拳 川崎 栄子 20
第１・第３水曜日
13：30～15：00

健 康 体 操
(シルバージャズ)

竹田江津子 20
毎週金曜日

13：30～14：30

太極柔力球 坂井 靖子 20
第１・第３木曜日
13：30～15：00

学び続けることこそ

人生！
嘉島町公民館講座開講式

講講師師のの方方々々でですす
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町
民
体
育
館
北
側
に
建
設
中
だ
っ

た

｢

嘉
島
町
民
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広

場｣

が
完
成
、
４
月
７
日
、
そ
の

完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
荒
木
町
長
が
完
成
の
喜

び
を
述
べ
た
あ
と
、
建
設
に
当
っ

た
関
係
者
に
感
謝
状
を
贈
り
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
事
業
費
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
含

む
約
６
、
５
０
０
万
円
、
式
の
結

び
は
荒
木
町
長
に
よ
る
蹴
始
式
。

����������������������������������������������
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10

日
間
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
嘉
島

町
で
も
６
日
の
御
船
署
管
内
４

町
合
同
出
発
式
を
皮
切
り
に
、

街
頭
パ
レ
ー
ド
や
交
通
指
導
員
、

交
通
安
全
母
の
会
、
安
全
協
会
、

町
議
会
、
役
場
職
員
等
が
、
早

朝
か
ら
交
差
点
で
の
街
頭
指
導

を
行
い
ま
し
た
。
荒
木
町
長
も

主
要
交
差
点
を
回
り
登
校
す
る

児
童
・
生
徒
に
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
11
日

に
は
交
通
指
導
員
、
交
通
安
全

母
の
会
、
老
人
会
の
皆
さ
ん
が

交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
と
交
通

安
全
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
の
意
識
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。
交
通
安
全
は
一
人
ひ

と
り
の
意
識
の
問
題
で
す
。
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

合
言
葉
は

｢

み
ぎ

ひ
だ
り

み
ぎ｣

平
成
24
年
度
の
全
国
交
通
安
全
運
動

見
事
蹴
り
込
ん
で
広
場
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

式
の
あ
と
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
ア
カ

デ
ミ
ー
セ
ン
タ
ー
の
上
村
健
一
コ
ー

チ
ら
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開

か
れ
、
町
内
の
約
50
人
の
サ
ッ
カ
ー

少
年
を
指
導
し
ま
し
た
。

広
場
は
46
メ
ー
ト
ル
×
32
メ
ー

ト
ル
の
全
面
人
工
芝
。
夜
間
照
明

も
６
基
備
わ
り
、
42
メ
ー
ト
ル
×

20
メ
ー
ト
ル
の
フ
ッ
ト
サ
ル
用
に
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
練
習
用
ピ
ッ

チ
２
面
を
青
線
で
表
示
。
全
体
を

使
え
ば
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
な
ど
に
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
、
全
面
ま
た
は
練
習

コ
ー
ト
２
面
で
、
１
時
間
千
円
、

夜
間
照
明
１
時
間
800
円
、
町
外
利

用
者
は
倍
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
の
お
申
し
込
み
は

役
場
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
ま
で

好好天天にに恵恵ままれれたたオオーーププンンセセレレモモニニーー

蹴蹴始始式式でですす ((球球のの行行方方はは……2233頁頁へへ))

ロロアアッッソソ君君ももおお祝祝いいにに駈駈けけつつけけままししたた

〝〝

フフ
ッッ
トト
ササ
ルル
のの
殿殿
堂堂
メメ
ッッ
カカ

にに〟〟

嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉嘉
島島島島島島島島島島島島島島島島島島
町町町町町町町町町町町町町町町町町町
スススススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
交交交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流流流
広広広広広広広広広広広広広広広広広広
場場場場場場場場場場場場場場場場場場
完完完完完完完完完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成成成成成成成成成
！！！！！！！！！！！！！！！！！！

““気気ををつつけけてて行行っっててららっっししゃゃいい”” 交交通通安安全全功功労労者者のの坂坂井井信信房房ささんん
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嘉
島
町
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
事
業
の
補
助
に
よ
り
建

設
さ
れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

｢

悠
優
か
し
ま｣

の
落
成
式
が
、

４
月
５
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
冒

頭
、
間
部
理
事
長
が

｢

皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
施
設
が

完
成
し
ま
し
た
。｣

と
お
礼
の
挨

拶
。
来
賓
の
荒
木
町
長
も

｢

高
齢

化
が
進
む
中
、
こ
の
よ
う
な
立
派

な
施
設
が
我
が
町
に
で
き
た
こ
と

は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
。｣

と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
同
施
設
の
入

所
要
件
は
嘉
島
町
在
住
者
と
な
っ

て
お
り
、『
自
宅
で
は
な
い
我
が

家』

を
目
指
し
た
施
設
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

(

ユ
ニ
ッ
ト)

の
な
か
で
一
人
ひ

と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
意
見

を
尊
重
し
た
家
庭
的
な
居
住
空
間

の
提
供
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
併
設
施
設
も

兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
第
１
回
の
嘱
託
員
会
議

が
４
月
18
日
開
か
れ
、
再
任
２
名

と
新
任
の

深
川

一
夫
さ
ん

(

鯰)

田
中

一
英
さ
ん

(

高
田)

杉
野

壽
昭
さ
ん

(

下
仲
間)

石
坂

勝
嗣
さ
ん

(

犬
渕)

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

荒
木
町
長
が
24
年
度
の
主
要
事
業

説
明
の
あ
と

｢

地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
宜
敷
く｣

と
励
ま
し
た
後

議
事
に
入
り
、
本
年
度
の
籾
種
子

消
毒
・
播
種
期
日
の
決
定
・
水
取

り
、
田
植
期
日
及
び
土
木
工
事
、

里
道
舗
装
工
事
の
施
工
申
請
、
自

主
防
災
組
織
等
に
つ
い
て
検
討
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
第
１
回
嘉
島
町

進
出
企
業
連
絡
協
議
会
役
員
会
が

４
月
５
日
、
役
場
応
接
室
で
開
か

れ
、
23
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支

決
算
並
び
に
24
年
度
の
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
を
審
議
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
度
も
町
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
交
通
安
全
運
動
、

環
境
美
化
運
動
等
に
つ
い
て
活
動

す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

本
年
度
も
昨
年
同
様
55
企
業
の

進
出
企
業
連
絡
協
議
会
と
な
り
、

総
会
を
６
月
15
日
に
開
催
す
る
こ

と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

新新嘱嘱託託員員にに辞辞令令交交付付 ((左左かからら敬敬称称略略))
深深川川 ((鯰鯰))､､ 田田中中 ((高高田田))､､ 杉杉野野 ((下下仲仲間間))､､ 石石坂坂 ((犬犬渕渕)) のの各各氏氏

嘉島町進出企業
連絡協議会

役員会が開かれました
55企業が加盟

����������������������������������������� ��������������������������������������
���新嘱託員に

委嘱状交付
平成24年度

第１回嘱託員会議

����������������������������������������� ��������������������������������������
���

����������� ��������������
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�������������������������������������������������������������������
よよよよよよよよよよよよよよよ
ろろろろろろろろろろろろろろろ
ししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくく

○
教
師
を
志
し
た
の
は

�
野

熊
本
大
学
教
育
学
部
の
時
、

教
育
実
習
で
付
属
小
に
行
き
ま
し

た
が
、
そ
の
時
の
生
徒
達
の
目
の

輝
き
に
魅
せ
ら
れ
て
、
こ
れ
が
己

の
天
職
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

教
職
に
身
を
置
き
ま
し
た
が
、
も
っ

と
授
業
を
改
善
し
て
教
育
力
を
身

に
つ
け
た
い
と
、
10
年
後
国
内
留

学
の
機
会
を
得
て
大
学
院
で
、
教

育
心
理
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

○
教
育
の
最
大
の
効
果
と
は

�
野

｢

生
き
る
力｣

を
子
ど
も

た
ち
に
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

こ
の
授
業
で
子
ど
も
た
ち
に
、
何

を
学
ば
せ
る
か
、
確
実
な
基
礎
教

育
を
行
う
こ
と
で
、
学
ん
だ
こ
と

を
活
用
す
る
力
、
そ
し
て
自
由
な

発
想
力
を
生
み
だ
す
よ
う
に
し
た

い
で
す
ね
。
そ
れ
と
と
も
に
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
の
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
現
場
の
先
生
方
も
悩
み
は
多
い

で
し
ょ
う
ね

�
野

私
は
課
題
が
発
生
し
た
時

に
、｢

こ
れ
が
自
分
の
子
ど
も
だ
っ

た
ら
ど
う
す
る
か｣

、｢

み
ん
な
わ

が
子｣

を
信
条
と
し
て
対
処
し
て

き
ま
し
た
。
誰
で
も
家
庭
に
支
え

ら
れ
て
今
の
自
分
が
あ
る
の
で
す

か
ら
。
教
育
と
い
う
の
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
く
む
べ
き
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
ね
。

○
み
る
か
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
タ

イ
プ
で
す
が

�
野

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

で
す
ね
。
中
学
時
代
、
軟
式
野
球

で
内
野
手
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

今
で
も
住
居
が
秋
津
で
す
が
、
時

間
が
あ
れ
ば
季
節
を
感
じ
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
よ
。

○
日
頃
、
自
分
の
心
の
支
え
と
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
言
葉
が
あ
れ
ば

�
野

｢

継
続
は
力
な
り｣

と

｢

一
歩
一
歩
の
前
進｣

で
す
。
社

会
現
象
は
日
進
月
歩
で
変
化
し
て

い
き
ま
す
の
で
ア
イ
デ
ア
が
枯
渇

し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

○
教
師
冥
利
と
思
う
時
は

�
野

子
ど
も
た
ち

(

教
え
子)

と
再
会
し
た
時
で
す
ね
。
か
つ
て

の
生
徒
た
ち
が
結
婚
式
等
に
呼
ん

で
く
れ
ま
す
が
、
成
長
の
証
し
の

最
た
る
も
の
で
、
本
当
に
嬉
し
い

で
す
ね
。(

と
目
が
細
く
な
り
ま
し
た)

�
野�
さ
ん

昭
和
29
年
12
月
13
日
生
れ
の
57

歳
。
山
都
の
産
。

昭
和
52
年
鹿
本
町
立
来
民
小
学

校
を
振
り
出
し
に
県
内
の
小
・
中

学
校
・
教
育
事
務
所
に
勤
務
、
球

磨
教
育
事
務
所
長
か
ら
今
春
、
嘉

島
中
学
校
長
に
。
美
恵
子
夫
人
と

の
間
に
一
男
二
女
。
お
孫
さ
ん
も

一
人
。

○
現
代
の
世
相
を
ど
う
み
ま
す
か

水
上

治
安
が
数
字
上
は
若
干
減

少
し
て
い
ま
す
が
凶
悪
事
件
の
発

生
率
は
逆
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

何
故
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
原

因
の
一
つ
に
忍
耐
力
の
欠
如
と
責

任
転
嫁
、
そ
れ
に
ス
ト
レ
ス
の
処

理
法
を
知
ら
な
さ
す
ぎ
る
と
い
う

事
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
幼

い
女
児
が
用
水
路
で
死
体
で
見
つ

か
っ
た
よ
う
な
事
件
は
、
一
人
の

人
間
と
し
て
怒
り
を
覚
え
ま
す
。

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。
小
さ
い
時

か
ら
の
悪
を
憎
む
性
質
は
、
よ
り

強
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
代

の
凶
悪
事
件
の
多
発
に
は
ス
ト
レ

ス
も
た
ま
り
ま
す
ね
。

○
じ
ゃ
そ
の
ス
ト
レ
ス
の
対
処
法

と
い
う
よ
り
解
決
法
は

水
上

週
１
回
で
す
が
、
現
在
住

ん
で
い
る
山
内
校
区
で
、
体
育
館

で
行
わ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
発
散
し
て
い
ま
す
。

○
平
穏
を
維
持
し
て
い
る
家
庭
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
も
あ
り
ま
す
が

水
上

対
話
の
不
足
が
ま
ず
第
一

で
し
ょ
う
ね
。
ひ
と
頃
は
テ
レ
ビ

が
家
庭
の
和
を
妨
げ
る
元
凶
と
言

わ
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
私
た
ち
が
見
て
も
面
白
く

な
い
番
組
が
多
く
、
テ
レ
ビ
離
れ

を
誘
発
し
て
お
り
、
逆
に
結
果
的

に
は
プ
ラ
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
を
親
子
の
対
話
に
生
か

す
こ
と
が
出
来
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

○
勤
め
を
は
な
れ
て
や
り
た
い
こ

と
は

水
上

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
山
登
り
が
あ
り
ま
す
。
遠
く
の

未
知
の
山
々
に
一
人
で
登
り
、
思

い
っ
き
り

｢

時｣

を
満
喫
し
た
い

で
す
ね
。
今
は

｢

水
の
郷｣

の
こ

の
嘉
島
で
、
自
然
と
親
し
む
と
い

う
趣
味
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
て
い

ま
す
よ
。

○
そ
の
他
に
は

水
上

気
障
な
よ
う
で
す
が
仕
事

で
す
ね
。
落
着
い
た
こ
の
嘉
島
の

明
朗
で
行
動
力
も
あ
る
人
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
く
趣
味
と
仕
事
を
両

立
さ
せ
て
い
ま
す
よ
。

水
上

義
光
さ
ん

昭
和
47
年
５
月
19
日
、
菊
池
の

産
。
牛
200
頭
を
飼
育
す
る
畜
産
業

の
家
の
二
男
だ
が
、
畜
産
は
親
爺

様
の
一
代
限
り
で
、
長
兄
は
Ｊ
Ａ

菊
池
勤
務
。
菊
池
高
校－

学
園
大

か
ら
警
察
畑
に
身
を
投
じ
、
４
月

か
ら
わ
が
町
に
。
東
署－

健
軍
交

番－

東
署(

刑
事)

－

多
良
木
署－

捜
査
一
課

(

警
部
補)

－

荒
尾
署

捜
査
係
長－

機
動
捜
査
隊
を
勤
め

て
わ
が
町
へ
。
人
吉
出
身
で
大
学

時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
大
の
福

山
雅
治
フ
ァ
ン
の
成
美
夫
人
と
の

間
に
一
女
一
男
の
よ
き
父
。

総
務
課
審
議
員

熊
本
県
警
察
本
部

警
務
課
付
警
部
補

水
上
義
光
さ
ん

嘉
島
中
学
校
長

�
野�
さ
ん
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平
成
24
年
度
の
第
２
回
幹
部
会

議
が
４
月
13
日
開
か
れ
、
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
の
キ
ー
マ
ン
で

あ
る
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
新
し

く
部
長
と
な
っ
た
８
人
の
団
員
に

辞
令
が
渡
さ
れ
、
町
長
、
団
長
の

激
励
の
あ
と
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
の
中
で
、
わ
が
町
の
消
防
団

員
の
定
員
393
名
に
対
し
現
在
員
は

((写写真真右右よよりり))

360
名
、
昨
年
の
出
動
は
２
回
で
し

た
が
、
消
防
団
の
よ
り
一
層
の
充

実
が
望
ま
れ
、
こ
の
日
の
会
議
で

そ
の
対
策
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

早
速
、
４
月
22
日
に
は
新
入
団
員
、

幹
部
団
員
の
訓
練
を
町
民
体
育
館

で
行
い
、
消
防
技
術
の
向
上
に
取

り
組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ

(

次
号

掲
載)
８
人
の
新
部
長
も
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。� � � � � � � � � � � � � � � � � �

大規模災害時において道路やライフラインが寸断されたとき､ ヘリコプターの活動が

不可欠となります｡ このヘリサイン (目印) によって､ 地理に不慣れな他県の応援ヘリ

コプターが簡単に場所を識別し､ 円滑な災害支援活動を行うことができるようになりま

す｡

また､ 先般お伝えしていました､ 災害時の緊急情報を携帯電話に一斉配信するエリア

メールについて､ ３月をもってNTTドコモ､ ソフトバンク､ auでサービスの導入を完

了しました｡

今後も､ 大規模災害に対して盤石の対策を着実に備えていきます｡

お問い合わせ 総務課 �237-1112

新
部
長
で
す

(

敬
称
略)

第
１
分
団
第
１
部

工
藤
古
史
郎

第
１
分
団
第
２
部

藤�
修

第
１
分
団
第
３
部

田
端

文
博

第
２
分
団
第
１
部

勝
本

伸
也

第
２
分
団
第
２
部

森
井

政
敏

第
３
分
団
第
３
部

吉
原

誠
也

第
４
分
団
第
３
部

林
田

隆
昭

第
４
分
団
第
４
部

松
本

浩
一

〝
文
字
通
り
の｢

安
心･

安
全｣

に
努
力
を〟

第
２
回
嘉
島
町
消
防
団
幹
部
会
議

役場の屋上にヘリサイン出現！
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教頭
木村三樹太先生
きむら みきた

(広安西小)

赴
任
さ
れ
た
先
生
方
の

辞
令
交
付
及
び

受
け
入
れ
式

①
大
好
き
な
嘉
島
町
で
ま
た
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
。

②
感
謝
の
心
を
大
切
に�③サッカー・ギター 嘉

島
東
小
学
校

今
春
の
教
職
員
異
動
で
嘉
島
町
の
小
・
中
学
校
に
赴
任
さ
れ
た
先
生
方
で
す
。

４
月
２
日
、
役
場
会
議
室
で
先
生
方
へ
の
辞
令
交
付
及
び
受
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

荒
木
町
長
が
町
勢
の
伸
展
情
況
を
述
べ
る
と
と
も
に
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
、
中
冨
教
育
委
員
長
も
嘉
島
の

子
供
を
宜
敷
く
と
述
べ
、
先
生
方
も

｢

期
待
に
沿
う
よ
う
努
め
ま
す｣

と
応
え
ら
れ
て
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。

先
生
方
の
ご
紹
介
に
替
え
て
①
抱
負
②
生
活
信
条
③
特
技
・
趣
味
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
素
敵
な
笑
顔
の

先
生
方
で
す
。

初
め
て
の
嘉
島
町
で
の
勤
務
で

ど
き
ど
き
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
元
気
、
勇
気
、
の
ん
気

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
達
に

①
初
め
ま
し
て
。
単
身
生
活
五
年

経
て
、
任
に
着
き
ま
し
た
。
子

ど
も
達
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
努
力
と
は
、
だ
れ
に
で
も
で
き

る
事
を
だ
れ
に
も
で
き
な
い
く

ら
い
続
け
る
こ
と
。

③
ア
ウ
ト
ド
ア(

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン)

・
釣
り
・
料
理
・
畑
仕
事

(

始
め
た
ば
か
り)

で
す
。

教諭
竹田 千尋先生
たけだ ちひろ

(龍野小)

嘉
島
西
小
学
校

①
初
め
て
嘉
島
町
に
お
世
話
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
、
楽
し
く
、
日
々
成
長
で
き

る
時
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

②
笑
顔
で
、
楽
し
く
、
前
向
き
に
。

③
趣
味
は
読
書
で
す
。
で
も
、
読

む
の
が
遅
い
の
で
、
時
間
を
ど

う
確
保
す
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
大
好
き
な
嘉
島
町
に
、
ま
た
戻
っ

て
こ
ら
れ
て
、
と
っ
て
も
う
れ

し
い
で
す
。｢

お
う
ち
の
人
が

笑
う
と
、
子
ど
も
が
笑
う｣

お

う
ち
の
方
の
小
さ
な
悩
み
も
、

い
っ
ぱ
い
聞
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
、
共
に
笑
っ
て
元
気
に
な

る
子
育
て
を
目
指
し
ま
す
。

②

｢
人
生
、
起
こ
る
出
来
ご
と
に

は
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
必
ず
私
に
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。｣

③
ピ
ア
ノ
。
お
つ
ま
み
を
作
る
こ

と
。

教諭
松本 裕子先生
まつもと ゆうこ

(こども療育センター)

教頭
松永 陽一先生
まつなが よういち

(蘇陽小)

教諭
本郷 悦子先生
ほんごう えつこ

(菅尾小)

①
子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
に
負
け

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動

を
心
が
け
た
い
で
す
。

②
今
日
で
き
る
こ
と
は
今
日
や
る
。

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
楽
器
演

奏
が
大
好
き
で
す
。

教諭
尾鷹 敬司先生
おだか けいし

(広安西小)

教諭
津山 裕史先生
つやま ゆうし

(大野小)

①
嘉
島
町
に
は
、
子
ど
も
の
頃
に

水
遊
び
を
し
に
来
た
り
、
最
近

で
は
ク
レ
ア
に
家
族
で
買
い
物

し
に
来
た
り
と
何
か
と
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
嘉
島
町

負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

②
マ
イ
ペ
ー
ス
。
無
理
せ
ず
、
自

分
に
正
直
に
。

③
山
歩
き
。
又
、
ぼ
ち
ぼ
ち
始
め

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。



教諭
蜂谷 和男先生
はちや かずお

(山鹿中)

①
何
事
に
も
精
一
杯
や
り
ま
す
。

す
べ
て
の
生
徒
を
自
分
の
子
ど

も
と
思
い
、
愛
情
を
持
っ
て
頑

張
り
ま
す
。

②
感
性
豊
か
な
人
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

③
６
才
と
２
才
の
男
児
と
遊
ぶ
の

が
と
っ
て
も
好
き
で
す
。
ま
た
、

体
を
動
か
す
の
が
好
き
だ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま

す
。

事務主幹
井手上恵理子先生
いでうえ えりこ

(御船中)

①
一
日
も
早
く
慣
れ
て
、
嘉
島
町

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
役
に
立
て

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

②
お
こ
ら
な
い

(

め
っ
た
に
怒
り
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教諭
池松 孝一先生
いけまつ こういち

(御船中)

①
嘉
島
町
は
初
め
て
で
す
が
校
区

の
こ
と
、
子
ど
も
達
の
こ
と
を

早
く
知
り
、
子
ど
も
達
の
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

②
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

③
旅
行
・
温
泉
・
読
書

教諭
松山 吏加先生
まつやま りか

(矢部中)

①
水
の
郷
嘉
島
町
の
こ
と
を
知
り
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
が

無料法律相談会を開催します
金銭・土地・家庭問題等に関する申立手続きについては裁判所の職員が､ 登記､ 人権問題に関する手

続については法務局の職員がそれぞれ応じ､ 弁護士が相談会に参加する地域では､ 手続相談のみでなく
各種法律相談についても弁護士が応じます｡ 予約の必要はありません｡

熊
本
地
区

日 時 場 所 弁護士による法律相談

５月15日(火)
午前10時～午後３時
(受付午後２時30分まで)

熊本市中央区手取本町８番９号
(くまもと県民交流館パレア)
会議室１ (鶴屋新館９階)

有

お問い合わせ 熊本家庭裁判所総務課 �096-206-5147
������������������������������������

教頭
永� 善久先生
ながせ よしひさ

(蘇陽中)

嘉
島
中
学
校

①
子
ど
も
た
ち
の

｢

生
き
る
力｣

育
成
の
た
め
、
職
員
の
連
携
を

図
り
、
明
る
く
元
気
な
嘉
島
中

づ
く
り
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

②
映
画
ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

の

｢

今
日
と
い
う
日
は
、
残
り

の
人
生
の
最
初
の
一
日｣

時
間

を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

③
趣
味
は
、
ク
レ
ア
で
映
画
を
観

る
こ
と
で
す
。

校
長�た

か

野の�た
か
し

先
生

(

球
磨
郡
教
育
事
務
所)

別
掲

教諭
農山 幸雄先生
のうやま ゆきお

(矢部中)

①
８
年
ぶ
り
に
嘉
島
中
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
共
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
一
日
一
日
を
大
切
に
、
悔
い
の

残
ら
な
い
生
活
を
送
る
。

③
ス
ポ
ー
ツ
・
物
作
り

�野野中中学学校校長長がが代代表表でで力力強強くく決決意意をを述述べべままししたた

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
精
一

杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
常
に
学
ぶ
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。

③
家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
し
た
り
、
日

帰
り
旅
行
し
た
り
す
る
こ
と
。

ん
ば
り
ま
す
。
そ
し
て
、
歌
声

あ
ふ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

②
感
動
す
る
心
を
持
ち
つ
づ
け
る

③
趣
味
、
旅
行
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、

コ
ー
ラ
ス
、
三
歳
の
息
子
と
公

園
め
ぐ
り

ま
せ
ん
！
…
時
々
怒
り
ま
す
。)

③
特
技
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
好

き
な
こ
と
は
。
ド
ラ
イ
ブ

(

ど

こ
ま
で
で
も
…)

山
歩
き

(

ど

こ
で
も
…)

読
書(

何
で
も
…
。)

お
○
○

(

歳
の
せ
い
か
飲
め
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。)

'12 �
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ポリスインフォメーション������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ �������������������������
�������������������

人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その242]

暮
ら
し
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
②

｢

子
ど
も
の
人
権｣

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
ご
と
が
起
き
て
い

ま
す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
、｢
人

権｣

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か

を
、｢

あ
る
日
の
出
来
事｣

を
通

し
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。●

子
ど
も
を
一
人
の
人
間
と
し

て
尊
重
し
て
い
ま
す
か
？

[

あ
る
日
の
出
来
事]

｢

遊
び
に
行
っ
て
き
ま
ー
す
。｣

｢

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
今
日
は

誰
と
い
っ
し
ょ
？｣

｢

さ
や
か
ち
ゃ

ん
と
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
。｣

わ
た
し

が
言
う
と
、｢

あ
か
ね
ち
ゃ
ん
も
？｣

マ
マ
は
、
少
し
変
な
顔
を
し
た
。

マ
マ
は
、
さ
や
か
ち
ゃ
ん
の
マ

マ
と
仲
良
し
で
、
い
つ
も
か
わ
い

い
服
装
を
し
て
い
る
さ
や
か
ち
ゃ

ん
が
好
き
な
の
。
で
も
、
い
つ
も

公
園
で
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
遊
ん

で
い
る
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
の
こ
と
は

好
き
じ
ゃ
な
い
の
か
な
？

｢

こ
の
前
、
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
と

遊
ん
で
、
お
気
に
入
り
の
服
を
真
っ

黒
に
し
て
た
じ
ゃ
な
い
。｣

と
マ

マ
。
そ
れ
で
わ
た
し
は
マ
マ
に
言
っ

た
の
。｢

あ
の
ね
、
マ
マ
。
あ
か

ね
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
や
り
た
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
な
の
。
そ
れ
に

わ
た
し
に
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て

く
れ
る
の
よ
。
わ
た
し
は
大
好
き
。

じ
ゃ
あ
行
っ
て
き
ま
す
。｣

そ
の
夜
、
パ
パ
が
マ
マ
に

｢

あ

の
子
は
き
ち
ん
と
自
分
の
気
持
ち

を
言
え
る
ん
だ
ね
。｣

と
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
、｢

子

ど
も
な
ん
だ
か
ら｣
、｢

言
う
と
お

り
に
し
な
さ
い｣

と
頭
ご
な
し
に

子
ど
も
の
行
動
を
制
限
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

基
本
的
人
権
は
誰
も
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
当
然
、
子
ど
も
に
も
大
人
と

同
じ
よ
う
に
基
本
的
人
権
が
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。

｢

今
ど
き
の
子
ど
も
は
…｣

と

嘆
い
た
り
、
子
ど
も
に
一
方
的
に

考
え
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
を
信
頼
し
、
子
ど
も
の

｢

気
付
き｣

を
待
ち
、
成
長
を
適

切
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

(

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資

料
よ
り)

������������������������������������������������������
知っておきたい������

物
の
出
来
高
や
収
穫
の
可
否
、
さ

ら
に
は
農
産
物
に
土
中
の
有
害
物

質
が
移
行
し
て
く
る
か
ど
う
か
な

ど
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
汚
染
被
害
を
発
生
さ
せ

た
こ
と
が
あ
る
銅
、
ヒ
素
、
カ
ド

ミ
ウ
ム
な
ど
の
重
金
属
や
フ
ッ
素

に
つ
い
て
は
環
境
基
準
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
街
地
で
は
地
下
水
を

通
し
て
、
或
い
は
土
に
触
れ
た
手

か
ら
口
に
入
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
土
に
含
ま
れ
る
有
害
物

質
の
濃
度
は
低
い
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
個
人
の
住
宅
、
飲
食
店
、

オ
フ
ィ
ス
、
工
場
な
ど
の
現
場
か

ら
も
い
ろ
ん
な
ゴ
ミ
が
出
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
焼
却
に
よ
り
、

人
間
の
生
産
活
動
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
た
汚
染
物
質
の
大
部
分
は

土
の
中
に
埋
も
れ
て
土
壌
汚
染
を

引
き
起
し
ま
す
。
有
害
な
汚
染
物

質
に
は
、
重
金
属
類
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
難
分
解
性

の
毒
性
物
質
、
農
薬
、
発
が
ん
性

物
質
、
揮
発
性
物
質
な
ど
が
あ
り

土
地
利
用
の
形
態
や
地
下
水
利
用

の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
汚

染
の
重
篤
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

◆
土
壌
汚
染
と
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

農
耕
地
の
汚
染
の
場
合
は
、
作

体
積
を
減
ら
し
て
ゴ
ミ
処
分
場
に

埋
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
一
部
に

は
不
法
投
棄
で
土
壌
や
地
下
水
の

汚
染
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
一
度

汚
染
し
て
し
ま
っ
た
土
地
を
、
も

と
の
清
浄
な
状
態
に
戻
す
に
は
、

膨
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
香

川
県
の
豊
島
の
例
で
は
、
焼
却
し

た
ゴ
ミ
残
滓
な
ど
が
埋
め
ら
れ
、

重
金
属
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
汚
染

さ
れ
た
土
地
の
修
復
に
500
億
円
も

の
費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
こ
と
、

こ
れ
が
先
づ
先
決
で
す
。

������������������������������������������������
土
壌･

地
下
水
汚
染
と

く
ら
し
へ
の
影
響
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★幼光保育園にて園庭開放があります！

●日時 ５月17日 (木) 10：00から11：30まで

●場所 幼光保育園 本園舎及び第２園舎

園庭開放に参加を希望される方は､ 前日までに保育園へ予約をし､ 当日は必ず保護者同伴で利用し

てください｡ なお､ 万が一事故等が発生した場合､ すべて保護者の責任となりますので､ 十分注意し

て参加してください｡

詳しくは保育園までお電話下さい｡

幼光保育園 ����-����
★その他子育てに関するお問い合わせは

町民課福祉係 ����-����
���������

○日時：６月19日 (火) ９時～16時

○場所：子育てひろば ｢あいあい｣

お申込みはファミリーサポートセンター事務局まで！�����������������������
～あなたの力を活かしましょう～

嘉島町ファミリーサポートセンターでは､ 子どもを預けたい方 (利用会員) を応援するために､ 子

どもを預かれる方 (協力会員) を募集しています｡ 協力会員 (概ね70歳までの健康な方) は登録制で､

預かる子どもは生後３か月から小学校６年生までです｡ 子どもを預けることも預かることも出来る両

方会員や､ 利用会員も併せて募集しています｡

会員になるには､ 会員登録をして､ 講習を受講してください｡ 講習を受けるには､ 事前に申し込み

が必要です｡ (託児 (予約制) もあります｡)

活動報酬は利用会員から協力会員に直接支払われます｡

・月曜日～金曜日 午前７時から午後７時まで １時間当たり500円

・土曜日､ 日曜日､ 祝日､ 早朝､ 夜間､ 年末年始 １時間当たり600円

※万一の事故に備え､ 補償保険に加入しています｡

≪事業の詳しい内容や､ 講習会に関するお問い合わせ先≫

嘉島町ファミリーサポートセンター事務局 ����-���� (９：00～17：00)

�����������������������
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人人権権相相談談所所をを開開設設ししまますす
毎年６月１日は ｢人権擁護委員の日｣ です｡
本年もこの日を中心として人権尊重思想の啓発活動が全国的に展開されます｡
嘉島町でも次のとおり特設人権相談所を開設します｡

日 時 平成24年５月29日 (火) 午前10時～午後３時まで
場 所 嘉島町福祉センター会議室
相 談 員 嘉島町長から推薦されて､ 法務大臣が委嘱した次の人権擁護委員

服部 秀月氏
福本 美敏氏
飯田 鋭之氏

相談内容 家庭内の問題､ 相隣関係､ 相続・遺言の問題､ 金銭問題､ 人権問題､ その他いろい
ろな悩みことや心配ごと｡

相談は無料で､ 秘密は固く守られます｡

里親制度は､ 児童福祉法に基づいて里親登録をされた方に､ 子どもの養育を委託

する制度です｡

里親制度の詳細については､ 最寄りの児童相談所へお問い合わせください｡

熊本県中央児童相談所����-���-��������-���-����熊熊本本県県でではは､､ 里里親親ににななっっててくくだだささるる方方をを募募集集ししてていいまますす

ハローワーク上益城では､ 来春の新規学校卒業者の採用を予定している事業所にお集まりいただき､
求人申し込みから選考・受け入れに至るまでの手続きと､ 様式改訂のあった高卒求人申込書について
の説明を行います｡
新規高等学校卒業者の採用は､ 公共職業安定所へ求人を申し込んでいただくと共に､ この説明会を
受講していただく必要があります｡
地元の優秀な人材を確保していただくために､ 多数の事業所のご参加をお待ちしています｡

開催日程については､ 次のとおりです｡

○日 時：平成24年６月11日(月) 午後２時から (１時30分受付開始)
○場 所：市民会館崇城大学ホール (熊本市民会館)

熊本市中央区桜町１番３号

問い合わせ先：熊本公共職業安定所上益城出張所 学卒担当
上益城郡御船町辺田見395� 096-282-0077

FAX 096-282-3927

平平成成2255年年３３月月新新規規学学校校卒卒業業者者対対象象求求人人説説明明会会ののおお知知ららせせ
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春春のの農農作作業業安安全全確確認認運運動動のの推推進進ににつついいてて
農繁期を控えたこの時期は秋の収穫期とともに１年で最も農作業の事故が発生しやすい傾向があり
ます｡ 農作業を行う際は以下の点に心掛け､ 安全に努めてください｡

・正しい機械の取扱い､ 操作方法を身につける
・作業に適した作業服や防護具を着用する
・足場が滑る､ 路肩が見えにくいなどの条件が悪い場合は無理に運転作業をしない｡
・運転操作は､ 余裕を持って確実に行う
・機械の点検､ 整備は必ずエンジンを止めてから行う
・機械の日常点検､ 定期点検に努める
・一人で作業をする場合はどこで作業をしているか家族に知らせておく
・過労運転､ 酒気帯び運転はやめる

農政課 直通 � 237-2629
平平成成2244年年度度調調理理師師試試験験をを実実施施ししまますす
■試 験 期 日 ８月31日(金)
■試 験 会 場 東海大学 熊本校舎
■受 験 資 格 中学校卒業程度で､ 飲食店や給食施設などで２年以上の調理業務従事経験のある方
■願 書 配 布 ５月中旬から

各保健所､ 県庁健康づくり推進課などで配布
■願 書 受 付 ６月18日(月)から６月22日(金)まで
■提 出 先 熊本市居住者→熊本市保健所､ 熊本市外の県内居住者→県保健所
■問い合わせ先 最寄りの保健所又は県庁健康づくり推進課� 096-333-2252
ヒヒナナをを拾拾わわなないいでで！！
春は野鳥の繁殖期です｡ 巣立ちしたヒナが落ちても必ず親が保護しますので拾わないようにして
ください｡

また､ 熊本県では５月10日からの１ヶ月間を指導取締強化月間と定め､ 違法捕獲等の防止に取り
組んでいます｡ 県民の皆様のご理解とご協力をお願いします｡

(お問合せ先) 上益城地域振興局林務課 � 282-0333 (直通)
熊本県自然保護課 � 333-2275 (直通)

職職業業興興味味検検査査をを実実施施ししてていいまますす！！
県では､ 職業選択の相談を希望する再就職活動中の方を対象に､ 職業興味検査を行っています｡

検査内容等…ＶＰＩ職業興味検査を実施｡ 160の職業について､ 興味や関心の有無を回答｡ カウン
セラーが結果説明と助言を行う｡

実施場所…くまもと県民交流館 しごと相談・支援センター
熊本市中央区手取本町8-9 テトリアくまもとビル９階

予約・問い合わせ…(９時～19時) 就業支援相談窓口 � 096-355-2224
※月１回程度の休館日を除き､ 土日祝日もご予約をお受けしています｡

その他…費用は無料｡ 事前予約が必要｡ 所要時間は１時間程度｡
実施日時は予約時にご相談ください｡

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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歯科健診では歯をはじめ口腔内の状態を診ることで､ 歯周病を発見するのはもちろんのこと､ 舌

癌などの発見にもつながります｡ みなさんの健康づくりのために是非この機会を活用して下さい｡

また､ 今年度は特別にこの期間中､ 無料でフッ素塗布を行います｡ フッ素は①歯の質を強くする､

②初期むし歯を修復する (再石灰化)､ ③むし歯菌の働きを弱める､ ３つの役割があります｡

※フッ素は３～４ヵ月毎 (年間３～４回目安) に塗布すると効果的です｡

実施期間：平成24年６月２日から平成24年６月30日 (診療時間内)

実施場所：＊玉置歯科医院 鯰2715-1 ����-����
＊ひがし歯科医院 下六嘉1878-3 ����-����
＊クドウ歯科医院 鯰1808-2 ����-����
＊ありむら歯科医院 鯰1836-2 ����-����

(上益城郡歯科医師会加入の町内歯科診療機関)

対 象：嘉島町にお住まいの方

内 容：①歯科健診 (治療は行いません)

②無料フッ素塗布 (無料歯科健診期間中のみ)

※詳しくは各歯科医院へお尋ね下さい���������
平成24年４月１日現在､ 満80歳以上で自分の歯が20本以上ある健康な高齢者の方は､ 『高齢者よ

い歯のコンクール』 の表彰に参加してみませんか？ (但し､ 本健診期間中に歯科医師の診査を受け

なければなりません｡) 詳しくは役場町民課までお尋ねください｡

お問い合わせ先

嘉島町役場町民課保健係 �237-2574 (直通)
※なお､ ６月２日から６月８日は 『歯の衛生週間』 です｡ この期間中には､ 上益城

郡内の歯科医師会に加入している歯科医院でも診療時間内に無料歯科健診を実施

されます｡ 詳しくは各歯科医院にお尋ね下さい｡

�����������



― 18 ― '12 �

COPDは今まで国内の患者数は少ないと考えられてきましたが､ 実は40歳以上の男女のうち8.6％

の人がCOPDの疑いがあり､ 実際の有病者率も欧米並みに高いということがわかりました｡ そして

COPDによる死亡者数は日本において､ 約15000人／年､ 推定患者数は500万人以上と言われていま

す｡

COPDはタバコなど有害な空気を吸い込むことによって､ 空気の通り道である気道 (気管支) や､

酸素の交換を行う肺 (肺胞) などに障害が生じる病気です｡その結果､ 空気の出し入れがうまくい

かなくなることによって 通常の呼吸ができなくなり､ 息切れが起こります｡ 長期間にわたる喫煙

習慣が主な原因であることから､ COPDは肺の生活習慣病といわれています｡

またCOPDの原因となるタバコについて､ WHOは５月31日を ｢世界禁煙デー｣ と定めています｡

喫煙は､ 肺がんなどの多くのがん､ 虚血性心疾患や脳梗塞､ くも膜下出血などの循環器疾患､

COPD (慢性閉塞性肺疾患)､ 消化性潰瘍など､ さまざまな疾患の発症の原因となります｡ 最近で

は喫煙がメタボリックシンドロームや糖尿病の発症リスクを上昇させることが明らかとなっていま

す｡ また､ 喫煙とこれらの病態が重なると動脈硬化性疾患をはじめとした重大な合併症のリスクが

さらに高くなることから､ メタボリックシンドロームや糖尿病対策として､ 禁煙を進めていくこと

が必要です｡

■タバコの３大有害物質

たばこのけむりには多くの有害物質が含まれており､ なかでも最も有害性が高いのがタール､ ニコ

チン､ 一酸化炭素の３つです｡

ビバ！健康 �����������������������
○ニコチン
依存症の元凶です｡ 脳に作用し､ 強い心理欲求と渇

望をもたらします｡ 効果が切れると､ 不快感､ 不眠､

イライラなどの離脱症状が出ます｡

また､ 交感神経を刺激する働きで末梢血管が収縮す

ることで､ 血圧の上昇などがおこり､ 血管の老化に

もつながります｡

○タール
発がん物質を大量に含有しています｡ 4000種類以

上の化学物質から構成され､ その中には数十種類

もの発がん物質や､ がんの発生を促進する物質､

さらに発生を助ける補助物質などを含んでいます｡

○一酸化炭素
動脈硬化や心臓病の原因になります｡ 血液中のヘ

モグロビンと結びつく強さは､ なんと酸素の200

倍｡ そのため､ 血液中に酸素が十分に運ばれず､

体が軽い酸欠状態に陥ります｡ それにより､ 血管

の疾患である動脈硬化や心臓病などが起こりやす

くなります｡
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町
で
は
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。ご

家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と

し
て
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

水
質
検
査
を
さ
れ
る
方
は
、
役

場
の
建
設
課
環
境
係
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪

問
し
て
採
水
し
、
そ
の
結
果
が
後

日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

10
項
目

２�
０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
に
よ
り
費
用
額
が

異
な
り
ま
す
。

○
後
日
、
町
補
助
金
を
交
付

検
査
費
用
の
２
分
の
１

(

百
円
未
満
切
捨
て)

お
問
い
合
わ
せ
は

２
３
７－

２
６
１
９

(

直
通)

建
設
課
環
境
係
ま
で

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

�
２
３
７
―
２
６
１
９
・
２
５
９
７

飲
料
水
の
水
質
検
査
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

熊
本
県
動
物
愛
護
管
理

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
修
に
つ
い
て

熊
本
県
で
は
動
物
愛
護
管
理
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
24
年
度

か
ら
新
た
に
保
健
所
で
収
容
す
る

迷
子
ね
こ
や
、
譲
渡
ね
こ
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
等
を
行
う
た
め
、

熊
本
県
動
物
愛
護
管
理
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
飼
っ

て
い
た
犬
や
ね
こ
が
い
な
く
な
っ

た
場
合
や
、
犬
や
ね
こ
の
譲
り
受

け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kum

am
oto-

doubutuaigo.jp/

注
１

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
犬

の
写
真
な
ど
画
像
を
多
く
含
む
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
閲
覧
を
想
定

し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

注
２

携
帯
電
話
で
の
閲
覧
は
機

種
に
よ
っ
て
は
可
能
で
す
が
、
画

像
を
多
く
含
む
た
め
、
通
信
料
に

ご
注
意
の
上
ご
覧
下
さ
い
。

国道443号 (土山バイパス)､ 町道飯田・東無田線､ 町道庄嶋・土山線において九州横

断自動車道 (延岡線) に伴う小池線の橋けた架設工事に伴い､ 下記のとおり通行規制を

実施致します｡

迂回路周辺にお住まいの方や､ ご通行のみなさまには､ ご迷惑とご不便をおかけしま

すが､ ご理解とご協力をお願い致します｡

１. 場 所 熊本県上益城郡益城町大字小池地内

２. 規制期間 平成24年６月13日～平成24年７月30日

(うち延べ13日の予定)

３. 規制時間 【22：00～翌６：00】
４. 規制内容 国道443号…全面通行止め (迂回路有り)

町道飯田・東無田線…全面通行止め

町道庄嶋・土山線…国道443号への左折禁止

国道443号小池交差点夜間通行規制のお知らせ

■発注者 国土交通省 熊本河川国道事務所 工事課

ＴＥＬ096-382-1111

■施工者 株式会社 安部日鋼工業

ＴＥＬ096-288-8581

■御船警察署

ＴＥＬ096-282-1110

■日本道路交通情報センター(熊本情報)

ＴＥＬ050-3369-6643

工 事 に 関 す る こ と 道路に関すること

☆ お 問 合 せ 先 ☆
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今年度もがん検診推進事業 (｢子宮頚がん検診｣ ｢乳がん検診｣ ｢大腸がん検診｣) の対象となる方に､ 検
診のご案内､ 検診手帳及び検診無料クーポン券を６月中に郵送する予定です｡
※ がん検診推進事業とは
この事業は､ 嘉島町が実施するがん検診において､ 事業対象となった方に対して､ 検診手帳及び検診費

用が無料となるがん検診無料クーポン券を送付し､ がん検診の受診機会を提供し､ 受診促進を図るととも
にがんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図り､ 健康の保持・増進を図ることを目的とした国の補
助事業です｡
現在子宮頚がん､ 乳がん及び大腸がん検診がこの事業の対象がん検診となっています｡

【がん検診推進事業の対象となる方】
平成24年４月20日現在で嘉島町に住民票を有している以下の方です｡
(年齢は平成24年４月１日現在での年齢)
★子宮頚がん検診
昨年４月２日から今年４月１日までに20､ 25､ 30､ 35､ 40歳になった女性の方
★乳がん検診・大腸がん検診
昨年４月２日から今年４月１日までに40､ 45､ 50､ 55､ 60歳になった男女の方

※ただし､ 乳がん検診は女性の方のみ
町民課保健係 ℡ (���) ����

���������������������������������������
農地の賃借料情報提供について

農地法の改正が平成21年６月24日に公布され､ 平成21年12月15日より施行されました｡ この法律

改正では今まで農業委員会で定めていた標準小作料が廃止され､ 標準小作料の効力がなくなりまし

た｡

今現在､ 農用地利用集積計画 (基盤強化法に基づく小作契約) により ｢標準小作料｣ と記載して

契約されているものについては法律施行後の小作料を当事者間で定める必要があります｡

そこで､ 改正農地法では標準小作料に変えて実勢価格の賃借料情報の提供をすることになります｡

平成23年１月から12月までに締結 (公告) された賃貸借 (408筆) における賃借料水準 (10ａ当

たり) は次のとおりとなっていますので､ 農地の状況などに合わせて柔軟に当事者同士で設定して

ください｡

※農地の貸借の方法は､ 上記のほか､ 小作料の発生しない 『使用貸借』 の契約もあります｡

農政課 ��������� (直)
嘉島町農地賃借料情報 (10ａ当たり)
地域名 区別 平均額 最高額 最低額 データ数

嘉島町全域

田 16,975円 26,000円 6,519円 381筆

畑 12,989円 20,000円 4,789円 27筆

上記のうち物納分 (水田のみ)

嘉島町全域 田 63kg 120kg 45kg 35筆
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今月､ 親友の１人が英国から訪ねて来ました｡ 彼女の名
前はトレイシーです｡ 私たちは２人とも５年前に日本で勉
強したので､ 彼女は日本文化にはすでに馴染みがありまし
た｡ 彼女が大阪に到着したので､ 私はそこへ彼女に会いに
行き､ 大阪でしばしの時間を過ごしました｡ 私たちはそこ
にいる間､ 一緒に勉強した日本在住の５人の他の友人に会
いました｡ それは､ つかの間の再会でした！ 私たちは素
晴らしい時間を過ごしました｡ また､ 私の日本でのお気に
入りの場所の１つである京都の伏見稲荷を訪ねました｡ 私
たちは､ 過密になる前に早めにそこに着くことができ､ そ
の静穏さを楽しめました｡
大阪での数日の後､ 私の住むところを見せるために､ ト

レイシーを熊本まで連れてきました｡ 彼女はこれまで九州
に行ったことがなかったので､ 彼女には日本の暮らしの異
なる速度を見る良い機会でした｡ 嘉島では､ 私のホストファ
ミリーと夕食をとり､ 地元を散歩しました｡ 彼女は､ 嘉島
が本当に気に入りました｡ 特に､ 彼女は買い物が大好きな
ので､ クレアを好みました｡ 私は､ 日中彼女に熊本市の名
所を案内しました｡ 名物料理である馬刺しについて話しま
したが､ 彼女はそれを試したがりませんでした！ 彼女が
去る前に､ 私たちは一緒にプリクラをしました｡ それは､
楽しかったです！ 私は友人が去って悲しいのですが､ 彼
女が日本で楽しい時間を過ごしたことが嬉しいです｡

私の友人トレイシー

������������������ ������
My friend Tracey and I doing purikura.
プリクラをする友人トレイシーと私

'12 �
御
船
警
察
署
管
内
４
町
の
小
学

校
新
１
年
生
へ
の
交
通
安
全
黄
色

い
傘
の
贈
呈
式
が
４
月
４
日
、
御

船
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
船
地

区
交
通
安
全
協
会
と
交
通
安
全
運

転
管
理
者
等
協
議
会
か
ら
新
１
年

生
の
交
通
安
全
に
役
立
つ
よ
う
に

と
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

も
の
で
今
年
で
15
回
目
。
御
船
署

管
内
の
小
学
校
新
１
年
生
を
代
表

し
て
嘉
島
西
小
学
校
の
那
須
太
陽

く
ん
と
松
永
茉
緒
さ
ん
が
傘
を
受

け
取
り

｢

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。｣

と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
４
町
の
新

１
年
生
に
渡
っ
た
656
本
の
黄
色
い

傘
は
交
通
安
全
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
一
役
買
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。

���������������������������������
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公民館講座
書道作品から
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藤� 照 さん

(72歳)

(下六嘉)

王

義
之

公民館講座
書道作品から �������� �� ���� �� ���������������������

�������� ��� �����������������������
�������������������������������
������������������������
����������������������������
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��������������� �����������������

短 歌

���������������������������������������������������������������
５月の納税 ６月の納税

固定資産税 ①期

軽自動車税 全期

納期限日 (口座振替日) 平成24年５月31日 (木)

…………………………

…………………………

町県民税 ①期

国民健康保険税 ②期

後期高齢者医療保険料 ②期

介護保険料 ②期
納期限日 (口座振替日) 平成24年７月２日 (月)

……………………………

……………………

……………

…………………………

※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ ゆうちょ銀行､ 熊本ファミリー銀行､ 九州労働金庫､ 熊本第一信用金庫の各店舗｡

※領収は､ 通帳によりご確認下さい｡ “納税であなたが築く豊かな郷土”

���
夜の税務相談

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時�月��日･�月��日
町税務課員が対応します｡�237-2639 (直通)
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善

意

の

輪

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し

｢

地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
。｣

と
、
香
典
返
し
に
代

え
て
多
額
の
御
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。御

芳
志
に
添
い
ま
す
よ
う
、
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記

岩
本

春
幸
様

(

鯰)

亡

千
萬
様

鍬
先
エ
イ
子
様

(

上
六
嘉)

亡

結
様

１日 ・滝河原区総会
・井寺区総会
・上島生産組合､ 農地・水活動組織総会

２日 ・町職員辞令交付式及び庁内常会
・町嘱託職員等辞令交付
・嘉島町社会福祉協議会辞令交付式
・熊本県町村会辞令交付式
・熊本県土地改良事業団連合会辞令交付式
・上益城広域連合職員辞令交付式
・教職員の管内管外転入者辞令交付式及び受入式

５日 ・熊本県国民年金基金来庁対応
・嘉島町進出企業連絡協議会役員会
・特別養護老人ホーム悠優かしま落成式
・熊本ファミリー銀行来庁対応
・御船地区防犯協会来庁対応
・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁対応

６日 ・上島老人会総会
７日 ・嘉島町スポーツ交流広場開園式典
８日 ・上島区協議員会総会

・上六嘉区総会
９日 ・悠優かしま来庁対応

・日赤事務局長来庁対応
・熊本河川国道事務所来庁対応

10日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
・嘉島西小学校入学式
・嘉島中学校入学式
・熊本県国民年金基金第50回代議員会

11日 ・熊本県共同募金会来庁対応
・嘉島幼稚園入園式
・自治労との面談

13日 ・春の全国交通安全運動街頭指導激励
・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
・熊本県警察本部生活安全部長来庁対応
・町消防団辞令交付式及び第１回幹部会議

14日 ・高田堰掛土地改良区役員会
16日 ・出先機関の廃止に関する意見交換会

・熊本県共同募金配分交付式
17日 ・全国町村会政務調査会行政委員会
18日 ・自衛隊父兄会嘉島町支部役員会

・嘱託員会議
19日 ・緑川の日実行委員会
20日 ・上益城郡内４町､ 美里町及び上益城地域振興局

併任税務職員辞令交付式
・上益城郡体育協会総会

21日 ・みゆきの里30周年式典
23日 ・県選出国会議員への要望活動

・政令指定都市熊本市誕生首都圏の集い
24日 ・九州治水期成同盟緊急要望会
25日 ・全国町村会正副会長会

・全国自治協会理事会・災害共済委員会
26日 ・嘉島町文化協会理事会及び総代会

・熊本県土地改良事業団体連合会意見交換会
・嘉島町体育協会総会

27日 ・白川・緑川水質保全協議会
・熊本県統計協会評議員会
・熊本県町村会要望活動

28日 ・嘉島町地域婦人会総会
29日 ・嘉島町老人クラブ連合会総会

・緑川の日流域統一行動日

荒
木
町
長
談

明
日
の
嘉
島
を
担
う
新
入
生
、

新
園
児
が
嬉
々
と
し
て
登
校
、
登

園
し
て
い
る
姿
は
頼
も
し
い
限
り

で
す
。
お
花
見
に
は
や
ゝ
肌
寒
い

春
の
日
々
で
し
た
が
、
や
が
て
新

緑
の
季
節
。
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

も
完
成
し
、
県
下
の
フ
ッ
ト
サ
ル

の
殿
堂
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
三
郎
無
田

の
野
球
場
も
、
芝
の
養
生
期
間
を

経
て
梅
雨
明
け
に
は
供
用
開
始
と

な
り
、
役
場
東
側
の
文
化
施
設
も

建
設
に
向
け
て
着
々
と
地
盤
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
諸
施
設
の
活

用
が
、
一
層
、
躍
進
嘉
島
に
繋
が

る
こ
と
は
必
定
。
楽
し
み
で
す
。

町長の動き
４月の

小
原

義
勝
様

(

上
仲
間)

亡

三
重
子
様

中�
道
子
様

(

滝
河
原)

亡

亨
様

篤
岡

毅
様

(

井
寺)

亡

テ
ル
コ
様

大
舘

敬
一
様

(

上
六
嘉)

亡

千
代
喜
様

平
成
24
年
４
月
19
日
現
在

ススポポーーツツ交交流流広広場場完完成成､､ 蹴蹴始始式式

'12 �
◎
次
月
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

５
月
23
日

(

水)

弁
護
士

６
月
27
日

(

水)

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
定
員

(

原
則
４
名)

に
な

り
次
第
、
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

◎
相
談
場
所

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
相
談
時
間

午
後
１
時
30
分
よ
り

午
後
３
時
30
分
ま
で

(

１
人
30
分
以
内)

お
問
い
合
わ
せ
、
御
予
約
は
、

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７－

２
９
８
１

心
配
ご
と
相
談

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で

す
。
秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。



嘉島町の人口動態
平成24年４月23日現在

(前月比)

人 口

男

女

世帯数

8,886人 (＋９)

4,247人 (＋５)

4,639人 (＋４)

3,208世帯 (＋15)

緒方 敏春さん (80歳)

昭和７年３月29日生
(上島)

!

― 24 ―

待
ち
に
待
っ
た
Ｇ
Ｗ
も
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
等
そ
れ
ぞ
れ
有

意
義
に
過
ご
さ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
も
家
族
と
阿
蘇

方
面
へ
出
掛
け
、
心
地
よ
い
自
然

の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
２
歳
に
な
っ
た

わ
が
家
の
自
信
作

(

娘)

と
も
、

わ
ず
か
で
す
が
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
広
報
係
で
は

｢

わ
が
家

の
自
信
作｣

掲
載
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

(

係)

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

｢
広
報
か
し
ま｣

は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

５月13日(日) 泰泉堂牟田医院 �282-0216(御船町)
５月20日(日) 大久保耳鼻咽喉科医院 �282-3900(御船町)
５月27日(日) 香田整形外科医院 �237-2811(嘉島町)
６月３日(日) 小糸整形外科医院 �282-0050(御船町)
６月３日(日) 古閑整形外科胃腸科医院 �282-2010(御船町)
６月10日(日) たなか内科眼科医院 �235-7235(嘉島町)
６月17日(日) のぐち皮ふ科医院 �237-4112(嘉島町)
６月24日(日) よしむら内科循環器科医院 �235-7773(嘉島町)

友達になってね｡
宜しくお願いします｡

ご両親：上野 大介さん・理恵さん
(滝河原)

しっかり者のお姉ちゃん､ 甘えん坊のお兄ちゃん､
天真爛漫の末っ子です｡ よろしくお願いします｡

ご両親：中冨 喬さん・雅美さん
(上六嘉)

休 日 当 番 医

わ

が

家

の

自

信

作

中冨 桃香 (もか) ちゃん

平成17年７月10日生

隼 (しゅん) くん
平成20年９月18日生
はな ちゃん

平成22年12月24日生
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○健康の秘訣は何ですか？
毎日､ 朝と夕方30～40分程度ですが家の近所を散歩し
ています｡ それと時々ですが､ 温泉につかって汗を流し
ているおかげですかねぇ｡

○趣味は何ですか？
スポーツ (特に球技) が好きで､ 毎日のようにグラウ
ンドゴルフをしていました｡ 数年前に体調を崩してから
は､ テレビの前でスポーツ観戦にはまっています｡

役場勤務時代の懐かしい経験談を伺いました｡ 人生､
職場の大先輩として貴重なお話をありがとうございま
した｡ いつまでも素敵な笑顔を｡ お元気で！ (係)( )

上野 剛琉 (たける) くん

平成23年12月25日生


